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　定例会

第１回

定例会

　　6 月 11 日（ 第１日）

　　 ・ 会期決定、 議案提案説明
　　6 月１3 日 ・ 14 日（ 第２日 ・ ３日）

　　 ・ 一般質問（ 5 名）

　　6 月 25 日（ 第４日）

　　 ・ 議案審議、 追加議案提案説明
　　6 月２6 日（ 第５日）

　　 ・ 議案審議、 追加議案提案説明
　　　　 ・ 発議案件

　6 月定例会のあらまし

第２回

定例会

〇
令
和
６
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

４
億
９
６
７
６
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
３
０
億
５
６
６
０
万
円

　
主
な
補
正
内
容

【
総
務
費
】

・
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業

１
１
４
９
万
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

１
３
２
７
万
円

・
保
育
園
留
学
事
業

４
６
８
万
円

・
東
白
浜
防
災
施
設
整
備
事
業

４
４
６
万
円

【
民
生
費
】

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

１
億
６
９
６
２
万
円

・
低
所
得
者
支
援
給
付
金
事
業

６
２
８
０
万
円

・
公
立
保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業

２
２
０
０
万
円

【
衛
生
費
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

接
種
事
業

６
０
２
８
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
湯
崎
漁
港
振
興
施
設
整
備
事
業

６
４
５
万
円

【
観
光
費
】

・
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
購
入
事
業

６
０
５
万
円

・
観
光
振
興
等
特
別
宣
伝
補
助
金
事
業

１
５
０
万
円

・
健
康
交
流
拠
点
施
設
運
営
事
業

２
０
３
２
万
円

【
教
育
費
】

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
導

入
事
業

１
６
５
万
円

・
白
浜
町
青
少
年
海
外
派
遣
研
修
事
業

１
１
５
２
万
円

〇
令
和
６
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

２
３
９
万
３
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

27
億
７
４
３
９
万
３
千
円

　
補
正
予
算

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

〇
白
浜
町
農
業
委
員
会
委
員

・
市い
ち
か
わ川　

博
ひ
ろ
し

（
安
居
）

・
後う
し
ろ呂　

豊
ゆ
た
か

（
日
置
）

・
大お
お
ひ
ら平　

倫み
ち
お生

（
才
野
）

・
尾お
ざ
き﨑　
義よ
し
は
る治
（
口
ヶ
谷
）

・
小お

の野　
真し
ん
い
ち一
（
田
野
井
）

・
柏か
し
わ
ぎ木　

彰あ
き
ふ
み文

（
富
田
）

・
木き

ど戸　
孝
た
か
し

（
安
宅
）

・
清し
み
ず水　

哲て
つ
じ治

（
市
鹿
野
）

・
杉す
ぎ
た
に谷　

孫ま
ご
じ司

（
栄
）

・
鈴す
ず
き木　

隆た
か
ふ
み文

（
内
ノ
川
）

・
藤ふ
じ
は
ら原　
久ひ
さ
え惠
（
湯
崎
）

・
福ふ
く
だ田　
博ひ
ろ
や
す保
（
堅
田
）

・
南
み
な
み　

喜き

く

じ

久
治
（
安
宅
）

・
山や
ま
も
と本　

孝こ
う
い
ち一

（
中
）

○
白
浜
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
白
浜
町
繰
越
明
許
費

繰
越
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
繰
越
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
繰
越
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
白
浜
町
土
地
開
発
公

社
経
営
状
況
の
提
出
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
白
浜
町
教
育
委
員
会
委
員

・
正ま
さ
き木　
照て
る
お夫
（
和
歌
山
市
）

　
条
例
改
正

　
報
告

　
人
事
案
件
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〇
令
和
６
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

▲
４
２
６
万
２
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

34
億
６
６
７
３
万
８
千
円

〇
令
和
６
年
度
白
浜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

収
益
的
収
入　         　　
91
万
３
千
円

収
益
的
支
出　         　　
91
万
３
千
円

資
本
的
収
入　　　　     

１
９
５
０
万
円

資
本
的
支
出　　  

１
９
５
２
万
６
千
円

・
補
正
後
の
収
支
予
算
総
額

収
益
的
収
入　　　　  

５
１
４
３
万
９
千
円

収
益
的
支
出　　　　  

５
１
４
３
万
９
千
円

資
本
的
収
入　　　　  

６
６
６
６
万
６
千
円

資
本
的
支
出　　　  　
７
１
６
３
万
５
千
円

〇
令
和
６
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

収
益
的
収
入　　　　　      

２
１
０
０
万
円

収
益
的
支
出　　　　　      

２
１
０
０
万
円

・
補
正
後
の
収
支
予
算
総
額

収
益
的
収
入    

３
億
６
９
０
１
万
５
千
円

収
益
的
支
出    

３
億
６
９
０
１
万
５
千
円

　
契
約
の
締
結

〇
工
事
請
負
契
約

・
白
浜
町
富
田
地
区
津
波
避
難
タ

ワ
ー
建
設
工
事

【
工
事
場
所
】

・
白
浜
町
富
田
地
内

【
契
約
金
額
】１

億
４
９
７
７
万
６
千
円

【
契
約
の
相
手
】

・
白
浜
町
１
２
９
６
番
地
の
１

　　
株
式
会
社
西
峰
工
務
店

　　　
代
表
取
締
役　
西
峰　
嵩

〇
物
品
購
入
契
約

・
消
防
車
両
更
新
事
業
（
白
浜
支
団

第
10
分
団
）

【
品
名
及
び
数
量
】

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車　
１
台

【
納
品
場
所
】

・
白
浜
町
２
９
２
７
番
地
の
２
５
９

　　
白
浜
町
消
防
本
部

【
契
約
金
額
】

１
２
０
４
万
５
千
円

【
契
約
の
相
手
】

・
田
辺
市
高
雄
３
丁
目
21
番
14
号

　　　
有
限
会
社
ワ
カ
ボ
ー

　　　　
代
表
取
締
役　
川
嵜　
修
司

※
反
対
討
論
要
旨
※

　　
法
律
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
事
務
に
つ
い
て
、

主
務
省
令
に
規
定
す
る
こ
と
で
情

報
連
携
を
可
能
と
す
る
こ
と
は
、

国
会
審
議
も
行
わ
ず
、
特
定
個
人

情
報
の
連
携
の
範
囲
を
拡
大
す
る

も
の
で
あ
る
。

　　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
例
に
つ
い

て
は
反
対
す
る
。

　　　
議
案
第
54
号
「
白
浜
町
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
の
議
案
審
議
に
お
い
て
、
廣
畑

議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
原
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

討
論
の
あ
っ
た
議
案

　
議
案
第
54
号

・
消
防
車
両
更
新
事
業
（
日
置
川
支

団
第
15
分
団
）

【
品
名
及
び
数
量
】

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
軽
積
載
車　
１
台

【
納
品
場
所
】

・
白
浜
町
日
置
２
０
３
９
番
地
の
１
２
３

　　
日
置
川
消
防
署

【
契
約
金
額
】

８
４
４
万
８
千
円

【
契
約
の
相
手
】

・
田
辺
市
高
雄
３
丁
目
21
番
14
号

　　　
有
限
会
社
ワ
カ
ボ
ー

　　　　
代
表
取
締
役　
川
嵜　
修
司

・
高
規
格
救
急
車
更
新
事
業

【
品
名
及
び
数
量
】

・
高
規
格
救
急
車　
１
台

【
納
品
場
所
】

・
白
浜
町
２
９
２
７
番
地
の
２
５
９

　　
白
浜
町
消
防
本
部

【
契
約
金
額
】

１
９
８
０
万
円

【
契
約
の
相
手
】

・
田
辺
市
上
の
山
１
丁
目
８
番
16
号

　　　
日
産
プ
リ
ン
ス
和
歌
山
販
売
株
式

　　　
会
社　
田
辺
店

　　　　　
店
長　
宮
崎　
一
正

ほ
か
２
件
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　定例会

Pick up!  
　定例会を中心に審議内容をピックアップしてご紹介します。

◆
趣
旨

　
町
内
の
中
学
生
を
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
に
派
遣

し
、
現
地
学
生
と
の
友
好
交
流
活
動
等
を
通
じ
て

国
際
交
流
・
親
善
を
深
め
、
国
際
社
会
に
貢
献
で

き
る
心
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
。

◆
事
業
概
要

・
派
遣
期
間　
10
月
31
日
～
11
月
６
日

・
募
集
人
員　
10
人
～
15
人

・
参
加
費
用　
自
己
負
担
15
万
円

◆
質
疑
抜
粋

問
海
外
派
遣
研
修
事
業
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
経

過
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ホ
ノ
ル
ル
市
と
友
好
都
市
提
携
を
締
結
し
、
令

和
６
年
度
で
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ノ

ル
ル
市
と
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
本
事
業
を
実
施
す
る
も
の
。

問
今
回
の
交
流
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
韓
国
な
ど

と
の
国
際
交
流
事
業
を
再
開
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。

答
平
成
28
年
を
最
後
に
国
際
交
流
の
海
外
派
遣

が
実
施
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
面
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
、
国
際
交
流
事
業
の
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

白
浜
町
青
少
年
（
中
学
生
）
海
外

派
遣
研
修
事
業

　　　   　　　　　　　　　
１
１
５
２
万
円

◆
見
直
し
の
背
景
と
目
的

　
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
町
の
観
光
資
源
と
住

環
境
を
無
秩
序
な
乱
開
発
か
ら
守
る
必
要
性
か
ら

昭
和
48
年
に
指
定
し
、
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
部

分
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
、
令
和
４

年
に
改
訂
し
た
「
白
浜
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
と
整
合
を
図
る
た
め
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

示
す
方
針
を
基
に
、
全
体
的
な
用
途
地
域
等
の
見

直
し
を
行
う
。（
令
和
６
年
10
月
施
行
予
定
）

◆
見
直
し
の
概
要

◇
土
地
利
用
規
制
の
見
直
し

・
①
番
所
山
公
園
周
辺
、
②
綱
地
区
の
一
部
、
③

平
草
原
公
園
周
辺
、
④
県
道
白
浜
温
泉
線
沿
道
、

⑤
南
紀
白
浜
空
港
西
側
１
、
⑥
南
紀
白
浜
空
港

西
側
２
、
⑦
南
紀
白
浜
空
港
南
側
白
地
１
、
⑧
南

紀
白
浜
空
港
南
側
白
地
２
、
⑨
南
紀
白
浜
空
港

北
側
、
⑩
馬
ノ
一
原
周
辺
、
⑪
天
狗
谷
、
⑫
畑
崎

地
区
の
一
部
、
⑬
堅
田
漁
港
埋
立
地
他
、
⑭
垣

谷
地
区
の
一
部

◇
特
別
用
途
地
区
の
緩
和

・
社
会
情
勢
の
変
容
を
踏
ま
え
、
過
年
に
お
い
て

指
定
し
て
い
る
特
別
用
途
地
区
「
娯
楽
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
地
区
」
に
つ
い
て
、
条
例
内
容
を
見
直
し
、

新
た
に
「
事
務
所
」
を
追
加
し
、
建
築
物
の
制
限

緩
和
を
行
う
。

白
浜
町
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け

る
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て

第２回定例会 全員協議会

◆
制
度
の
概
要

　
地
方
公
共
団
体
が
、
三
大
都
市
圏
に
所
在
す

る
民
間
企
業
等
の
社
員
を
一
定
期
間
受
け
入
れ
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域

独
自
の
魅
力
や
価
値
向
上
等
に
つ
な
が
る
業
務
に

従
事
し
て
も
ら
い
、
地
域
活
性
化
を
図
る
。

◆
派
遣
受
入
（
予
定
）
企
業
の
概
要

◇
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
タ
㈱

・
地
域
課
題
や
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
業
務

・
令
和
４
年
７
月
～
令
和
７
年
３
月
ま
で

◇
オ
ー
エ
ス
㈱

・
企
業
誘
致
の
促
進
、
地
域
連
携
な
ど
の
業
務

・
令
和
６
年
８
月
～
令
和
７
年
３
月
ま
で

◇
㈱
ア
ス
ト
ラ
カ
ン　

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
広
報
及
び
営
業
等
の
業
務

・
令
和
６
年
８
月
～
令
和
７
年
３
月
ま
で

◆
質
疑
抜
粋

問
派
遣
を
受
け
入
れ
る
企
業
分
野
等
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
や
人
口
減
少
対
策
等
、
町
が
取

り
組
む
地
域
課
題
等
に
対
し
、
企
業
が
も
つ
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
受
入
業
務
等
を
決
定
し
て
い
る
。

地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
に
よ
る

企
業
人
材
派
遣
受
入
事
業

　　　   　　　　　　　　
１
１
４
９
万
円

◆
計
画
策
定
の
経
緯

　
平
成
25
年
３
月
に
「
白
浜
町
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
平
等
に
参
画

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
策
定
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
内

外
情
勢
の
動
向
や
社
会
状
況
が
変
化
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、「
第

２
次
白
浜
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
令

和
６
年
３
月
に
策
定
し
た
。　

◆
質
疑
抜
粋

問
計
画
書
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
防
止
に
つ
い
て

記
載
が
あ
る
が
、
町
で
条
例
を
整
備
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
で
も
必
要
性
が
高
ま
れ
ば
条
例
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
国
で
は
、
企
業
な
ど
の
役
員
に
占
め
る
女
性

の
割
合
を
30
％
に
す
る
目
標
を
立
て
て
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
町
役
場
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
町
役
場
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

30
％
に
達
し
て
い
な
い
。
町
全
体
で
男
女
共
同
参

画
社
会
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
町
役
場
で

も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

第
２
次
白
浜
町
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

第２回定例会 全員協議会

◆
趣
旨
等

　
保
護
者
の
利
便
性
向
上
と
保
育
関
連
書
類
作
成
な

ど
の
保
育
士
の
事
務
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
保
育
業
務

総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
ま
た
、
モ
バ
イ
ル

Ｉ
Ｐ
フ
ォ
ン
の
整
備
に
よ
り
、
園
内
で
の
連
絡
体
制
等
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
と
警

備
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
よ
り
安
全
性
を
高
め
、

保
育
環
境
の
向
上
を
図
る
。

◆
事
業
概
要

・
保
育
業
務
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
、
利
用
設
定

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
、
モ
バ
イ
ル
Ｉ
Ｐ
フ
ォ
ン
整
備

　 

及
び
見
守
り
カ
メ
ラ
設
置

・
警
備
シ
ス
テ
ム
構
築
　

◆
質
疑
抜
粋

問
保
育
室
に
見
守
り
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
対
し

て
職
員
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
設
置
す

る
こ
と
が
職
員
の
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と
は
な
い
か
。

答
保
育
環
境
に
関
す
る
保
護
者
の
関
心
は
全
国
的
に

高
ま
っ
て
お
り
、
見
守
り
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
際
の
状
況
把
握
と
保
護
者

へ
の
説
明
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
保
育
の
様
子
を
映
像
で
振
り
返
る
こ
と
で
、
保
育

の
質
の
向
上
に
も
役
立
て
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
立
保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業

　　　  　　　　　　　　　　　 
２
２
０
０
万
円

◆
趣
旨

　
令
和
６
年
度
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
個
人
の
重
症
化
予
防
に
よ
り
重
症
者
を
減

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定

期
接
種
と
し
て
実
施
す
る
。

◆
事
業
概
要

◇
ワ
ク
チ
ン
の
種
類　

・
未
定

◇
接
種
方
法　

・
個
別
接
種
（
契
約
医
療
機
関
）

◇
接
種
対
象　

・
65
歳
以
上
の
町
民

　　　　　　　　　　　

・
60
～
64
歳
の
町
民
で
心
臓
な
ど
の
機　

　　　　　　　　　　　　　
能
に
障
害
の
あ
る
方

◇
自
己
負
担　

・
３
０
０
０
円

◇
実
施
時
期　

・
秋
頃
開
始
予
定

◇
告
知
方
法　

・
郵
送
に
よ
る
個
別
通
知
等

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　　　　　　　　　　　　　　　　
６
０
２
８
万
円
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Pick up!  
　定例会を中心に審議内容をピックアップしてご紹介します。

◆
趣
旨

　
町
内
の
中
学
生
を
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
に
派
遣

し
、
現
地
学
生
と
の
友
好
交
流
活
動
等
を
通
じ
て

国
際
交
流
・
親
善
を
深
め
、
国
際
社
会
に
貢
献
で

き
る
心
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
。

◆
事
業
概
要

・
派
遣
期
間　
10
月
31
日
～
11
月
６
日

・
募
集
人
員　
10
人
～
15
人

・
参
加
費
用　
自
己
負
担
15
万
円

◆
質
疑
抜
粋

問
海
外
派
遣
研
修
事
業
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
経

過
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ホ
ノ
ル
ル
市
と
友
好
都
市
提
携
を
締
結
し
、
令

和
６
年
度
で
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ノ

ル
ル
市
と
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
本
事
業
を
実
施
す
る
も
の
。

問
今
回
の
交
流
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
韓
国
な
ど

と
の
国
際
交
流
事
業
を
再
開
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。

答
平
成
28
年
を
最
後
に
国
際
交
流
の
海
外
派
遣

が
実
施
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
面
な
ど
も

考
慮
し
な
が
ら
、
国
際
交
流
事
業
の
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

白
浜
町
青
少
年
（
中
学
生
）
海
外

派
遣
研
修
事
業

　　　   　　　　　　　　　
１
１
５
２
万
円

◆
見
直
し
の
背
景
と
目
的

　
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
町
の
観
光
資
源
と
住

環
境
を
無
秩
序
な
乱
開
発
か
ら
守
る
必
要
性
か
ら

昭
和
48
年
に
指
定
し
、
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
部

分
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
、
令
和
４

年
に
改
訂
し
た
「
白
浜
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
と
整
合
を
図
る
た
め
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

示
す
方
針
を
基
に
、
全
体
的
な
用
途
地
域
等
の
見

直
し
を
行
う
。（
令
和
６
年
10
月
施
行
予
定
）

◆
見
直
し
の
概
要

◇
土
地
利
用
規
制
の
見
直
し

・
①
番
所
山
公
園
周
辺
、
②
綱
地
区
の
一
部
、
③

平
草
原
公
園
周
辺
、
④
県
道
白
浜
温
泉
線
沿
道
、

⑤
南
紀
白
浜
空
港
西
側
１
、
⑥
南
紀
白
浜
空
港

西
側
２
、
⑦
南
紀
白
浜
空
港
南
側
白
地
１
、
⑧
南

紀
白
浜
空
港
南
側
白
地
２
、
⑨
南
紀
白
浜
空
港

北
側
、
⑩
馬
ノ
一
原
周
辺
、
⑪
天
狗
谷
、
⑫
畑
崎

地
区
の
一
部
、
⑬
堅
田
漁
港
埋
立
地
他
、
⑭
垣

谷
地
区
の
一
部

◇
特
別
用
途
地
区
の
緩
和

・
社
会
情
勢
の
変
容
を
踏
ま
え
、
過
年
に
お
い
て

指
定
し
て
い
る
特
別
用
途
地
区
「
娯
楽
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
地
区
」
に
つ
い
て
、
条
例
内
容
を
見
直
し
、

新
た
に
「
事
務
所
」
を
追
加
し
、
建
築
物
の
制
限

緩
和
を
行
う
。

白
浜
町
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け

る
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て
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に
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は
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の
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に
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定
し
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の
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援
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人
口
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に
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や
知
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を
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す
る
こ
と
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目
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に
、
受
入
業
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等
を
決
定
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て
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る
。
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域
活
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化
起
業
人
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に
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る
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業
人
材
派
遣
受
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４
９
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◆
計
画
策
定
の
経
緯

　
平
成
25
年
３
月
に
「
白
浜
町
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
平
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に
参
画

で
き
る
ま
ち
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く
り
を
目
指
し
た
取
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組
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を
進
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。
策
定
か
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10
年
以
上
が
経
過
し
、
内
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動
向
や
社
会
状
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が
変
化
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き
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こ
と
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ら
、
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ま
え
、「
第
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白
浜
町
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共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
令

和
６
年
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月
に
策
定
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◆
質
疑
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粋

問
計
画
書
に
ハ
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ス
メ
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等
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防
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に
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て

記
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が
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る
が
、
町
で
条
例
を
整
備
し
、
取
り

組
ん
で
い
く
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
で
も
必
要
性
が
高
ま
れ
ば
条
例
整
備

に
つ
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て
検
討
し
て
い
き
た
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と
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る
。

問
国
で
は
、
企
業
な
ど
の
役
員
に
占
め
る
女
性

の
割
合
を
30
％
に
す
る
目
標
を
立
て
て
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
町
役
場
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
町
役
場
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は

30
％
に
達
し
て
い
な
い
。
町
全
体
で
男
女
共
同
参

画
社
会
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
町
役
場
で

も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
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た
い
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２
次
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町
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女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
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て
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◆
趣
旨
等

　
保
護
者
の
利
便
性
向
上
と
保
育
関
連
書
類
作
成
な

ど
の
保
育
士
の
事
務
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
保
育
業
務

総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
ま
た
、
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バ
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ル
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Ｐ
フ
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ン
の
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備
に
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、
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の
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等
を
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せ
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と
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も
に
、
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ラ
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と
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テ
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を
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す
る
こ
と
で
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り
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性
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め
、
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上
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・
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Ｐ
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備

　 

及
び
見
守
り
カ
メ
ラ
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置

・
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ス
テ
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構
築
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質
疑
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問
保
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に
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り
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メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
対
し

て
職
員
の
理
解
は
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れ
て
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る
か
。
ま
た
、
設
置
す

る
こ
と
が
職
員
の
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と
は
な
い
か
。

答
保
育
環
境
に
関
す
る
保
護
者
の
関
心
は
全
国
的
に

高
ま
っ
て
お
り
、
見
守
り
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
際
の
状
況
把
握
と
保
護
者

へ
の
説
明
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
保
育
の
様
子
を
映
像
で
振
り
返
る
こ
と
で
、
保
育

の
質
の
向
上
に
も
役
立
て
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
立
保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業

　　　  　　　　　　　　　　　 

２
２
０
０
万
円

◆
趣
旨

　
令
和
６
年
度
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
個
人
の
重
症
化
予
防
に
よ
り
重
症
者
を
減

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定

期
接
種
と
し
て
実
施
す
る
。

◆
事
業
概
要

◇
ワ
ク
チ
ン
の
種
類　

・
未
定

◇
接
種
方
法　

・
個
別
接
種
（
契
約
医
療
機
関
）

◇
接
種
対
象　

・
65
歳
以
上
の
町
民

　　　　　　　　　　　

・
60
～
64
歳
の
町
民
で
心
臓
な
ど
の
機　

　　　　　　　　　　　　　
能
に
障
害
の
あ
る
方

◇
自
己
負
担　

・
３
０
０
０
円

◇
実
施
時
期　

・
秋
頃
開
始
予
定

◇
告
知
方
法　

・
郵
送
に
よ
る
個
別
通
知
等

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　　　　　　　　　　　　　　　　
６
０
２
８
万
円

第２回定例会 第２回定例会
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　定例会

件　　名
結

果

廣
畑　
敏
雄

松
田　
剛
治

小
森　
一
典

溝
口　
耕
太
郎

堅
田　
府
利

正
木　
秀
男

辻　　　
成
紀

西
尾　
智
朗

水
上　
久
美
子

横
畑　
真
治

長
野　
莊
一

黒
田　
武
士

工事請負契約の締結について（ 白浜町富田地区津波避難タワー建設工事） 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物品購入契約の締結について（ 消防車両更新事業（ 白浜支団第 10 分団）） 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物品購入契約の締結について（ 消防車両更新事業（ 日置川支団第 15 分団）） 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物品購入契約の締結について（ 高規格救急車更新事業） 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町火災予防条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例について

可決 × ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和６年度白浜町一般会計補正予算（ 第２号） 議定について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度白浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（ 第１号） 議定につい
て 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度白浜町介護保険特別会計補正予算（ 第１号） 議定について 可決 ○ ○ ○ / 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度白浜町簡易水道事業特別会計補正予算（ 第１号） 議定について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度白浜町下水道事業特別会計補正予算（ 第１号） 議定について 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物品購入契約の締結について（ 高度救命処置資器材更新事業） 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

物品購入契約の締結について（ 半自動式除細動器更新事業） 可決 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

白浜町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議案等に対する賛成者は「 ○」、 反対者は「 ×」 とし、 議長は通常、 採決に加わらないため、「 /」 としています。

第２回 (６月 )定例会 審議結果一覧
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Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

町
長
の
政
治
姿
勢

問
南
紀
白
浜
空
港
の
滑
走
路
延
長
に
つ

い
て
伺
う
。

答
本
年
、
岸
本
知
事
は
南
紀
白
浜
空

港
滑
走
路
を
５
０
０
メ
ー
ト
ル
延
長
す

る
考
え
を
示
し
、
滑
走
路
延
伸
に
関
す

る
調
査
予
算
を
計
上
さ
れ
て
い
る
。
私

は
、
こ
う
し
た
知
事
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
、

そ
し
て
政
治
家
と
し
て
の
覚
悟
と
い
う

も
の
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
。

　　
今
後
、
県
の
調
査
の
推
移
を
見
守
り

な
が
ら
、
空
港
を
預
か
っ
て
い
る
当
該
の

自
治
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
し
っ
か
り
向

き
合
っ
て
い
き
た
い
。

問
東
京
事
務
所
の
設
置
と
併
せ
て
、
町

長
公
室
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
東
京
事
務
所
に
お
い
て
は
、
国
、
企

業
、
台
湾
な
ど
の
皆
様
と
直
接
向
き
合

い
、
白
浜
に
力
を
貸
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
最
前
線
で
話
し
合
い
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
そ
の
情
報
集
約
の
場
と
し
て
、

町
長
公
室
を
設
置
し
、
連
動
さ
せ
て
い

き
た
い
。

問
白
浜
町
全
体
の
避
難
訓
練
実
施
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
全
町
的
な
災
害
訓
練
の
実
施
に
向

け
、
関
係
機
関
の
方
々
に
協
力
の
お
願

い
を
し
て
い
る
。
日
程
的
に
は
来
年
度
に

な
る
と
思
う
が
、
皆
様
と
相
談
し
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　質問議員　/　質問事項

　○長野　莊一　議員（ 7 Ｐ）

　　　１． 町長の政治姿勢について

　○横畑　真治　議員（ ８Ｐ）

　　　１． 空き家問題について
　　　２． 防災と災害時の対応について
　　　３． 介護保険事業及び福祉事業について

　○松田　剛治　議員（ ８Ｐ）

　　　１． ＪＲ白浜駅構内のエレベーター設置に
　　　　　　ついて
　　　２． 地震 ・ 津波などの大規模災害発生で
　　　　　　の庁舎の役割等について
　　　３． 大規模災害に備える携帯トイレ等の備
　　　　　　蓄の推進について
　　　4. 学校給食費無償化等の子育て支援に
　　　　　　ついて

一般

質問

長
な が の

野 莊
そういち

一 議員

（ 南紀白浜空港）

質問議員　/　質問事項

　○廣畑　敏雄　議員（ ９Ｐ）

　　　１． 図書館建設について
　　　２． 学校給食について
　　　３． 学校行事について
　　　４． 南紀白浜空港の滑走路の延長に
　　　　　　ついて
　　　５． 防災対策について

　○小森　一典　議員（ ９Ｐ）

　　　１． 町長の政治姿勢と今後の町の展望に
　　　　　　ついて

　一般質問　

　
　
答
　
現
状
維
持
で
は
な
く
、
町
に
変
化
と
前
進
を

　
問
　
新
生
白
浜
町
の
創
造
に
向
け
た
町
長
の
考
え
は



　
　
答
　
本
年
10
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

　
問
　
学
校
給
食
費
無
償
化
実
現
に
向
け
た
町
長
の
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

松
ま つ だ

田 剛
たけはる

治 議員

給
食
費
無
償
化
等
の
子
育
て
支
援

問
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
の
強
化
と

し
て
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実
現
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
今
後
、
県
の
補
助
制
度
の
詳
細
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
本
年
10
月
か
ら
の
実

施
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

駅
構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

問
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
駅
と

し
て
、Ｊ
Ｒ
白
浜
駅
構
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
、
紀
勢
本
線
活
性
化
協
議
会

に
お
い
て
も
、
総
合
的
な
鉄
道
利
用
促

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
活

動
と
合
わ
せ
て
町
と
し
て
も
引
き
続
き

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

災
害
時
の
庁
舎
の
役
割
等

問
老
朽
化
し
て
い
る
本
庁
舎
の
建
て
替

え
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
庁
舎
の
整
備
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
の
業
務
継

続
体
制
構
築
の
観
点
か
ら
も
必
要
で
あ

る
た
め
、
建
て
替
え
も
含
め
、
総
合
的

に
検
討
、
判
断
し
て
進
め
て
い
く
。

携
帯
ト
イ
レ
等
の
備
蓄

問
災
害
時
の
ト
イ
レ
環
境
改
善
と
し

て
、「
携
帯
ト
イ
レ
」
の
必
要
数
を
調
達

し
、
備
蓄
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
時
点
で
の
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
数

で
は
不
足
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
よ
り
、
年
次
的
に
備

蓄
数
を
増
や
し
、
適
切
な
避
難
所
運
営

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。
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　一般質問

　
　
答
　
国
県
に
要
望
を
行
い
、
予
算
・
財
源
の
確
保
に
努
め
る

　
問
　
増
加
し
て
い
る
耐
震
診
断
等
の
補
助
金
の
予
算
増
額
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

空
き
家
問
題

問
空
き
家
の
所
有
者
が
不
明
の
場
合
、

行
政
手
続
き
上
は
略
式
代
執
行
で
空
き

家
を
除
去
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
定

空
き
家
が
増
え
て
近
隣
の
住
民
が
困
っ

て
い
る
事
例
も
増
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

答
所
有
者
が
不
明
で
、
倒
壊
等
著
し

く
保
安
上
危
険
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
で
著
し
く
公
益
に
反
す
る

と
認
め
ら
れ
る
事
例
へ
の
対
応
や
予
算

措
置
に
つ
い
て
、
今
後
、
国
・
県
と
も

連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

防
災
と
災
害
時
の
対
応

問
町
営
住
宅
の
耐
震
化
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
建
築
基
準
法
改
正
前
の
建
物
の
多

く
は
既
に
耐
用
年
数
が
過
ぎ
、
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
改
修

を
行
う
こ
と
も
困
難
と
考
え
る
。
今
後

の
管
理
方
針
は
建
て
替
え
と
し
て
お
り
、

現
在
の
入
居
者
の
退
去
後
は
政
策
空
き

家
と
し
て
除
却
を
予
定
し
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
及
び
福
祉
事
業

問
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
訪

問
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
送
迎
等
に

事
業
者
負
担
が
あ
る
と
聞
く
が
、
状
況

把
握
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
山
間
部
な
ど
、
通
常
、
事
業
所
が

定
め
て
い
る
地
域
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
場
合
は
、
必
要
な
交
通
費

や
移
動
時
間
を
別
途
加
算
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
効
率
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
各
事
業

者
と
も
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（ 崩落寸前の空き家）

横
よこはた

畑 真
し ん じ

治 議員
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答
　
多
世
代
が
集
う
複
合
施
設
の
整
備
も
含
め
て
検
討
す
る

　
問
　
図
書
館
建
設
に
向
け
た
考
え
は

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

図
書
館
建
設

問
図
書
館
整
備
基
本
構
想
が
定
例
教

育
委
員
会
で
議
決
を
さ
れ
て
10
年
を
経

る
が
、
建
設
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
本
館

と
分
室
を
設
置
し
て
運
営
を
し
て
い
る

が
、
老
朽
化
・
狭
隘
化
等
に
よ
り
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
は
人
づ
く
り
」
と
い
う

観
点
に
よ
る
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
引
き
続
き
、
図
書
館
の
充
実

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

学
校
給
食

問
学
校
給
食
の
無
償
化
は
保
護
者
の

願
い
。
学
校
給
食
法
は
町
が
保
護
者
に

代
わ
っ
て
給
食
費
を
負
担
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
し
て
い

る
。
無
償
化
を
実
現
で
き
な
い
か
。

答
今
後
、
県
の
補
助
制
度
の
詳
細
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
本
年
10
月
か
ら
の
実

施
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

学
校
行
事

問
関
西
万
博
は
様
々
な
危
険
が
あ
る
。

会
場
ま
で
の
移
動
時
間
が
長
く
、
水
分

補
給
も
水
筒
で
し
か
で
き
な
い
。
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
ど
う
守
る
か
。
会
場

へ
の
遠
足
は
学
校
の
判
断
を
尊
重
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
安
全
対
策
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、

参
加
体
制
な
ど
も
含
め
て
各
学
校
に
お

い
て
判
断
し
て
い
く
。

Q
R
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
９
月
下
旬
ま
で

　
　
答
　
現
場
の
声
を
聞
き
、
正
直
、
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い
く

　
問
　
今
後
４
年
間
、
ど
の
よ
う
に
政
策
を
進
め
て
い
く
の
か

町
長
の
政
治
姿
勢
と
町
の
展
望

問
町
長
の
政
策
の
中
核
に
、
①
「
人
に

寄
り
添
う
白
浜
町
に
」、
②
「
人
の
集

ま
る
白
浜
町
に
」、
③
「
人
を
育
て
る

白
浜
町
に
」、
④
「
人
や
動
物
に
優
し

い
白
浜
町
に
」、
そ
し
て
⑤
「
人
を
守

る
白
浜
町
に
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
方
向
性

を
伺
い
た
い
。

答
困
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
声
を
聞
く
と

い
う
こ
と
が
、
大
事
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、

し
っ
か
り
皆
さ
ん
と
正
直
、
誠
実
に
向

き
合
っ
て
い
く
。
４
年
間
と
い
う
限
ら
れ

た
期
間
で
あ
り
、
そ
の
期
間
の
中
で
し
っ

か
り
お
約
束
を
し
た
こ
と
を
実
行
し
て

い
き
た
い
。

問
令
和
６
年
４
月
に
人
口
戦
略
会
議
が

公
表
し
た
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
※

」

に
白
浜
町
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

将
来
の
白
浜
町
を
担
う
若
者
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
将
来
投
資
は
最
も
必
要
な
政

策
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

※
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
は
、
若
年
女

性
人
口
（
20
～
39
歳
の
女
性
人
口
）
が

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
の
30

年
間
で
50
％
以
上
減
少
す
る
自
治
体
と

定
義
さ
れ
て
い
る
。

答
こ
こ
に
住
む
子
育
て
世
代
の
若
い
皆

さ
ん
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
中

で
、
我
々
が
ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
の

か
。
給
食
費
の
無
償
化
や
通
学
支
援
な

ど
も
行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
育
っ
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

小
こ も り

森 一
かずのり

典 議員

（ 旧南紀白浜空港）

廣
ひろはた

畑 敏
と し お

雄 議員

こ
の
ほ
か
、
廣
畑
議
員
は
「
南
紀
白
浜

空
港
の
滑
走
路
の
延
長
に
つ
い
て
」「
防

災
対
策
に
つ
い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。
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　活動報告

項  目

 議員名

調査

研究費
研修費

広報 ・

広聴費
陳情等

資料

購入費
事務費 合計 交付額

長 野 　 莊 一 20,000 0 0 45,130 102,648 0 167,778 167,778

堅 田 　 府 利 74,170 0 0 0 21,600 0 95,770 95,770

溝口　耕太郎 0 0 10,472 0 64,100 104,086 178,658 178,658

正 木 　 秀 男 0 0 0 0 21,600 73,132 94,732 94,732

廣 畑 　 敏 雄 0 0 79,172 0 46,800 2,949 128,921 128,921

横 畑 　 真 治 0 0 98,422 0 9,972 0 108,394 108,394

西 尾 　 智 朗 74,170 0 0 0 47,500 0 121,670 121,670

水上　久美子 109,220 24,000 0 0 64,800 0 198,020 180,000

松 田 　 剛 治 0 0 0 0 0 0 0 0

小 森 　 一 典 0 0 0 0 41,800 0 41,800 41,800

黒 田 　 武 士 8,000 2,000 0 0 1,700 6,073 17,773 17,773

辻 　 成 紀 74,170 0 0 0 1,700 0 75,870 75,870

　＜令和５年度　交付実績＞

　ー政務活動費はこのような経費に使用できますー

政 務

活 動 費

　政務活動費とは、 地方自治法や条例に基づき、 議員が調

査研究等の活動を行うために必要な経費の一部として交付さ

れるものです。

　　白浜町では、 精算後払い方式により、 １年間に議員１人あ

たり１８万円を上限として交付されています。

調査研究費

 議員が行う町の事務、 地方行財政

等に関する調査研究に要する経費等

（ 調査にかかる交通費、 宿泊費等）

研修費

 団体等が開催する研修会、 講演会等への参加に

要する経費等（ 研修会参加にかかる会費、交通費、

宿泊費等）

広報 ・ 広聴費

 議員が行う活動の広報 ・ 広聴活動

に要する経費（ 資料等の印刷製本

費、 会場費等）

資料購入費

 議員が行う活動のために必要な図書、 資料等の

購入、 利用に要する経費（ 書籍購入費、 新聞購

読料“ ２紙目以降” 等）

事務費

 議員が行う活動にかかる事務の遂

行に要する経費（ 事務用品 ・ 備品

購入費、 通信費等）

ホームページはこちら↑
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町議会 ・ 町議会議長の主な動き（ ４月～６月）

４月

１日 　　阪田祭祀遺跡式典

４日 　　第２回臨時会

　　全員協議会

５日 　　春の交通安全運動出陣式

１１日 　　議会広報特別委員会

１７日 　　和歌山県後期高齢者医療広域連合議会

１９日 　　日神社例大祭

２１日 　　白浜町交通指導員会　総会

５月

３日 　　海開き ・ 安全祈願祭神事式典

１０日 　　白浜町環境保全協議会　総会

１４日 　　和歌山県町村議会議長会　定期総会

１８日 　　HIKI　OPEN　TENNIS　２０２４　開会式

２１日 　　全国議長会　議長 ・ 副議長研修会

２９日 　　和歌山県美術家協会展「 ３１回白浜展」　開会式

３０日 　　英霊顕彰会　理事会

６月

１日 　　白浜まつり神社式典 ・ 献湯祭

　　第３５回全国「 みどりの愛護」 のつどい式典

４日 　　議会運営委員会

　　議会広報特別委員会

　　タブレット端末操作研修会

８日 　　第１６回コスモスフェスタ

１１日 　　第２回定例会（ 第１日）

　　全員協議会

　　総務文教厚生常任委員会

　　観光建設農林常任委員会

１５日 　　白浜町シルバー人材センター　定時総会

２０日 　　第２回定例会（ 第２日）

　　議会運営委員会

２１日 　　第２回定例会（ 第３日）

　　議会広報特別委員会　行政調査

２５日 　　第２回定例会（ 第４日）

　　議会運営委員会

２６日 　　第２回定例会（ 第５日）

　　議会運営委員会

　　全員協議会

　　議会広報特別委員会

２９日 　　第２２回南紀白浜温泉寿野球大会　懇親会



議会広報特別委員会
委  員  長　長野　莊一
副委員長　横畑　真治
委　　員　堅田　府利　辻　　成紀
　　　　　水上久美子　黒田　武士

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

　新しい町長を迎え、 初めての議会が開催

され、 ５名の議員が一般質問に登壇し、 町

長の政治姿勢や今後の町の展望など、 活

発な質問が行われました。

　　また、 今議会から、 議会 ICT としてタブ

レット端末を用いた議会運営に試験的に取

り組んでいます。 これらの機能を活用して

通知、 スケジュールの確認等をオンラインで

行うことにより、 業務負担の軽減や事務の

　議会を“聞いて”
　

　一般質問の様子をＦＭビーチステー

　　ションで放送しています。

　議会を“知って”

　過去の議会だよりについても、

　　ホームページでご覧いただけます。

　議会を“見て”
　

　本会議などの様子をインターネット

　　で録画配信しています。

編 集

後 記

効率化につながると思います。

　議会広報特別委員会では、「 広報紙を見や

すく、 分かりやすく」 をモットーに、 活気ある

議会活動を紙面を通じて住民の皆さまに伝え

ていきたいと思います。（ 長野）

ＦＭ放送予定

録画配信ＨＰ

議会だよりＨＰ

議会広報特別委員会　行政調査
（みなべ町議会　広報特別委員会）

　6 月 21 日にみなべ町議会を訪問し、「 議会広報の編集

について」 調査を行いました。 みなべ町議会から広報編集

の流れについて説明を受けた後、 編集における課題や改善

点等について意見交換を行いました。

９月定例会９月定例会

会議録の閲覧会議録の閲覧

　　町議会では、 本会議及び各委員会の会議録

を作成しています。 なお、 会議録のすべては、 町

議会事務局で閲覧していただくことができますが、

本会議の会議録については、 平成２３年分から

ホームページで公開しておりますので、 いつでも

ご覧いただけます。

白浜町議会　会議録 検索

　　公開している会議録の閲覧は、 ホー

ムページで検索いただくか、 左の QR

コードからもご覧いただけます。

日 月 火 水 木 金 土
9/1 2 3

第１日

提案説明

4 5 6 7

8 9 10 11 12

第２日

一般質問

13

第３日

一般質問

14

15 16 17 18

第４日

議案審議

19

第５日

議案審議

20 21

※次回の定例会は、 ９月３日から１9 日まで開催予定です。

　　詳しい日程などは、 議会事務局までお問い合わせください。

　


